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今後の広域バックアップ専門部会について

○ 平成28年度に策定した代替輸送基本行動計画は、代替輸送貨物需要の再推計などを行い、
今回の部会開催を経て改定とする。引き続き、現実的な災害時のシナリオなどの対応につい
て不断の見直しを行う。

○ 代替輸送訓練は、継続的な取組が必要である事から、訓練における様々な条件設定（訓練
テーマ）や課題を整理しつつ、引き続き継続することとしたい。

■代替輸送基本行動計画 ■代替輸送訓練

平成28年度に策定

各種フォローアップ
○全国輸出入コンテナ貨物流動調査等を踏まえ
た代替輸送貨物需要の再推計

○代替輸送モデルルートの見直し
○コンテナ化によるバルク貨物の代替輸送検討

令和３年度 改定

平成2５年度より実施

課題も確認

現実的な災害時のシナリオなどの
対応について不断の見直しを行う

様々な条件設定（訓練テーマ）等を
整理しつつ、代替輸送訓練を継続

各種訓練
○図上での代替輸送訓練
○オンラインによる代替輸送訓練
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【ご報告】広瀬真一 地方運輸行政表彰＜地方賞＞を受賞しました！

北陸地域国際物流戦略チーム事務局が令和３年１月２０日に「広瀬真一地方運輸
行政表彰＜地方賞＞※１」を受賞しました。
広域バックアップ専門部会や代替輸送訓練の実施において、代替輸送を円滑に行う
ための検証・フォローアップを重ね、より実効性の高いバックアップ体制の構築に向
けた継続的な取組が評価されました。

※１．広瀬真一賞について
運輸行政の推進に寄与し、もって我が国の運輸の振興、発展に資することを目的に、運輸行政の分野で優れた業績をあげた個人又は団体を表彰する。
「広瀬真一賞」及び「広瀬真一地方運輸行政表彰」がある。



日本海側海上輸送ルート構築のメリット
● 大量輸送による輸送コスト低減
● 海上輸送による定時性の確保
● ドライバー不足の解消
● 既存陸上輸送網等の代替ルート
（災害時の陸上経路の途絶にも対応）

● CO2等温室効果ガスの低減
（カーボンニュートラルにも寄与）

配送拠点・納品先

配送拠点・納品先

地震、豪雨、台風等による
既存ルートの途絶
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新たな課題への対応について

○ 次年度以降は、これまでの外貿コンテナ代替輸送訓練等のノウハウを活かして「内航
RORO・フェリーを活用した国内貨物輸送における代替輸送の検討」を別途委員会等を開
催して行う予定。

○ 検討が概ね取りまとまった段階で、広域バックアップ専門部会にて報告する。

■内航フェリー/RORO船の代替輸送・モーダルシフトのイメージ

主に九州・北海道の
仕向け・仕出しの国内貨物
を対象に検討 苫小牧港

秋田港

新潟港

関西

大竹港

博多港

九州

東北

敦賀港

中京

神戸港

関東

北海道
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○ 平成24年から平成29年にかけて、北陸港湾を利用する内貿ユニットロード貨物量は増加している。
○ 発着貨物の背後圏についても、北陸地域外における取扱貨物量も広範囲で増加しているため、北陸港湾の背後圏が拡大して
いるといえる。

内貿航路の取扱貨物量の推移
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RORO船 背後圏別取扱貨物量
（移出入）

フェリー 背後圏別取扱貨物量
（移出入）

【H24：93,255トン/月】 【H29：91,461トン/月】

【H24：176,557トン/月】 【H29：246,177トン/月】

凡例

（千トン/月）

出典：H24、H29ユニットロード貨物流動調査（国土交通省）をもとに北陸地方整備局作成

参考１）北陸地域の定期航路（長距離フェリー・内航ＲＯＲＯ）
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参考２）
内航フェリー・ROROの就航状況（物流施策大綱検討委員会資料より）
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参考３）
災害時におけるリダンダンシー（物流施策大綱検討委員会資料より）
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参考３）
ドライバー不足の解決例（物流施策大綱検討委員会資料より）
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参考3）総合物流施策大綱(2021年度～2025年度) 令和３年６月１５日
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参考3）総合物流施策大綱(2021年度～2025年度) 令和３年６月１５日

現状値 目標値


